
［経済環境部長の答弁要旨］ 東電に対して安全性に配慮しつつ効率的な発電に努め、可能な限り

二酸化炭素の排出量を削減するよう、東電もメンバーとなっている東海村地球温暖化対策地域協議

会のなかで要請していく。同時に、電気使用量の削減のための活動を展開し、住民や事業者への活

動の輪を広げていく。
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切実な声を届ける代表質問に立ちました

１．村長の政治姿勢を質す

①村政の４本柱推進について

福祉―、教育―、環境―、農業―

②東海第二発電所の高経年化対策報告書について

③ひたちなか保健所の支所化問題に対する考え方

について

２．福祉灯油に関する申入れへの対応について

３．新規のふれあい型食事サービス事業について

４．障害者控除の適用拡大について

５．東電石炭火発の二酸化炭素排出量について

６．全国一斉学力テストは不参加を求めます

７．30人学級に向けた調査検討について

８．学校給食での食材の安全性について

９．中央広域水道用水購入について

10．公立病院改革ガイドラインについて

11．消防組織法にもとづく消防の広域化について

今回の議会から、代表・一般質問

とも、総括方式と一問一答方式のど

ちらかを選択することになりました。

私は、従来の総括方式で代表質問

をおこないました。質問時間は、会

派が２人なので４０分です。

「昨年暮れに、福祉灯油の実施を

求めて申し入れたが取り扱いはどう

なったか」「ひたちなか保健所の支

所化案への対応はどうするか」「ふ

れあい型食事サービスのすすめ方が

よくわからないとの声がある。なぜ

弁当や食事代が有料化されるのか」

「本村の消防は広域化すべきでない」

など、お寄せいただいた声をもとに、

問題点を明らかにしながら、対策を

求めました。

常陸那珂火力発電所の二酸化炭素排出量と村の対応は？
―東京電力、石炭専焼火発―

東電常陸那珂火力発電所

常陸那珂火力発電所の二酸化炭素排出量実績
―東電提出３月議会資料より―

平成１６年度 約５６０万ｔ―ＣＯ２

平成１７年度 約５００万ｔ―ＣＯ２
※定期検査で停止期間があったため排出量は少ない

平成１８年度 約５４０万ｔ―ＣＯ２
平成１９年度（４月～１月） 約４００万ｔ―ＣＯ２
※定期検査で停止期間があったため排出量は少ない




